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01
はじめに
本会議の活動⽬的や今年度の活動内容について、ご報告します。

01



はじめに01

市内の⼤学・専⾨学校
に通う9名の委員で活動
⿃取市における地⽅創⽣の取り組みの中⼼課題である若者の定住やま
ちのにぎわいづくりに必要となる施策について、若者⾃らが調査・研
究し、若者の視点による地⽅創⽣の深化に向けた意⾒の反映を図るこ
とを⽬的としている。



はじめに01

28回�実施
会議�2時間

5⽉27⽇（⽉）に⿃取市役所市⺠交流センターにて発⾜式
を⾏い、年間を通して28回の会議を実施しました。

�しい雰囲気で
��してます!!



関係⼈⼝の創出

⾼校⽣を対象にしたワークショップ
を開催したり、⿃取市の外に住む
⼈々と関係を持つ仕組みについて検
討したりしました。

はじめに01

インスタグラム運⽤

本会議のインスタグラムアカウント
から、本会議の情報や若者視点で発
⾒した⿃取市の魅⼒の発信をおこな
いました。

街のにぎわいづくり

温泉を活⽤した街のにぎわいづくり
について検討したり、温泉時刻表や
観光ルートマップの作成をおこなっ
たりしました。



はじめに01

全国まちづくり若者サミット2025

⽇時�2025年3⽉1⽇・3⽉2⽇
�場�⽇�⻘年�8�（東�都）

内��他��者とのワークショップ
   とっとり若者地��⽣��についての発� など
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02
明治⼤学の学⽣との交流
明治⼤学の学⽣と実施した交流活動について
ご報告します。

02



明⼤学⽣派遣プログラム
との交流活動

明治⼤学の学⽣との交流02

⿃取市に関する合同勉強会

⽤瀬での交流活動

明治⼤学⽣派遣プログラム中間報告
明治⼤学⽣派遣プログラム成果発表会

−中⼼市街地探索、ワークショップ

鳥取駅前を散策時の様子



⽤瀬での交流活動

明治⼤学の学⽣との交流02

⽤瀬の施設で宿泊
ロゲイニングを通じた⽤瀬の
魅⼒発⾒

株式会社週末住⼈が運営している空き家を
利⽤したコミュニティスペースで宿泊をし
ました。⼤学⽣と地元の⼈々で交流しまし
た。また、明⼤⽣と⽤瀬を舞台にしたロゲ
イニングを⾏い⽤瀬の魅⼒をともに発⾒し
ました。



中間報告・
成果発表会

明治⼤学の学⽣との交流02

中間報告：9⽉25⽇開催
     19:00~20:00
成果発表会：11⽉6⽇開催
      10:00~11:30

遊休不動産の利⽤
ツアーの計画など



明治⼤学の学⽣との交流02

若者会議の調査・研究を進めるうえで参考にさせていただきました

活動を通して学んだこと

交換した意⾒
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03
インスタグラムでの発信
とっとり若者地⽅創⽣会議のインスタグラムアカウント
での発信について、ご報告します。

03



インスタグラムでの発信03

���のアカウント(2023年度開�)

2025年3⽉7⽇現在



インスタグラムでの発信03

���に�すること



インスタグラムでの発信03

温�周�のおすすめ���



インスタグラムでの発信03

くる梨を活⽤したおすすめ��ルート��リール動�



インスタグラムでの発信03

若者��の周知
若者�点で発⾒した�⼒の発�

→⾃�たちにとっても、�⼒の再発⾒に�がった



01

02

03

04

05

-

-

-

-

-

⽬
次

はじめに
明治⼤学の学⽣との交流（活動報告）
インスタグラムでの発信（活動報告）
関係⼈⼝の創出（活動報告＆提⾔）
街のにぎわいづくり（活動報告＆提⾔）



04
関係⼈⼝の創出
関係⼈⼝の創出のための取り組み報告と提⾔

04



関係⼈⼝の創出04

⾼校⽣が考える
輝く未来の
ワークショップ
開催⽇時：2024年10⽉6⽇(⽇)10:00〜12:00
参加者：⿃取市内の⾼校に通う1〜3年⽣ 7校13名
進 ⾏：若者会議
テーマ：⿃取市の未来を考える



⿃取市内の⾼校に通う学⽣と共に
「⿃取市の未来」について考える

関係⼈⼝の創出04

⿃取!!

⽬的

…卒業を機に県外に出ることが多い⾼校⽣が、
  地元⿃取市について考えるきっかけにしたい



関係⼈⼝の創出04

①未来の⿃��はどうなっていると思うか
②未来の⿃��にどうなってほしいか
③⾃�たちにできること

＊付箋に�⾒を書く
 →模��で⼤まかにグループ�け

「⿃取市の未来」について
中⼼市街地/中⼭間地域の2分野から考える



テーマ
○○な⿃取市

関係⼈⼝の創出04

③⾃分たちに何ができるか

考えて模造紙にまとめる

↓
各班で発表



関係⼈⼝の創出04

【出た意⾒(例)】

まち① 活気あふれる⿃取市
→⾼校⽣主体のイベント開催や、スタンプラリーを 
設置し、駅周辺の利⽤者増加を図る等

むら① 発信⼤国 ⿃取市
 
    →⾼校の部活動等の既存の団体と連携し、
     SNSを活⽤した情報発信を⾏う等 



関係⼈⼝の創出04

参加者アンケート（参加者13名中13名が回答）

①将来、とっとり若者地⽅創⽣会議に参加してみたい
②来年度も「⾼校⽣が考える輝く未来のワークショップ」が
 あれば参加してみたい
③ワークショップに参加する前よりも⿃取市のことをもっと知りたいと
 思うようになった



関係⼈⼝の創出04

そう思う
54%

どちらでもない
31%

そう思わない
8%

とてもそう思う
7%

①将来、とっとり若者地⽅創⽣会議に参加してみたい



関係⼈⼝の創出04

そう思う
50%

とてもそう思う
25%

どちらでもない
25%

②来年度も「⾼校⽣が考える輝く未来のワークショップ」が
����あれば参加してみたい



関係⼈⼝の創出04

③ワークショップに参加する前よりも⿃取市のことを
����もっと知りたいと思うようになった

とてもそう思う
54%

そう思う
38%

どちらでもない
8%



関係⼈⼝の創出04

提⾔1「⾼校⽣が考える輝く未来
のワークショップの継続開催」



関係⼈⼝の創出04

⾼校時代ワークショップ
に参加

新たな関係⼈⼝創出の場
⾼校卒業後
市外に転出

若者会議や関連する活動に参加
＝関係の維持

＋

若者会議に
市外委員として参加



⼈と知の循環

関係⼈⼝の創出04

継続させることに意味がある

参加側から
運営側に

・郷⼟への関わりの強化

・視野の解放

・地域を考え直す機会に



関係⼈⼝の創出04

提⾔２「市内の学⽣と⿃取市
による動画作成」



関係⼈⼝の創出04

⾼校⽣ワークショップにて・・・

という意⾒をいただきました

⿃取の⾼校の放送部が今すごい！

⿃取市のPRの仕⽅が下⼿

⿃取市と⾼校⽣が協⼒して映像をつくってはどうか



関係⼈⼝の創出04

⿃取の学⽣に本格的
な環境で動画作成を
してもらいたい

働く⼤⼈の実態を知
ってもらいたい



関係⼈⼝の創出04

市内の学校に通う学⽣と
⿃取市が協⼒して動画を

作成する。



関係⼈⼝の創出04

⿃取市役所特命係
⿃取市の魅⼒や情報を各メンバーの

特技を⽣かしながら発信するスペシャリスト

例えば・・・



関係⼈⼝の創出04

⿃取市市内の学⽣

お互い学びにつながる



関係⼈⼝の創出04

提⾔3「⿃取市の課題をテーマと
するオンライン交流会の開催」



関係⼈⼝の創出04

進学や就職を機に、⿃取市を離れてしまう若者

⼈と知が離れる

市外から関わり続ける
きっかけづくり



関係⼈⼝の創出04

⿃取市が住⺠に意⾒を求めている場⾯をみかける

若者の地域探求
×

市政への意⾒反映



関係⼈⼝の創出04

オンラインで意⾒交換の場を設ける 学⽣主体

・来年度の若者会議で実施したい

・話題の提供をお願いしたい
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街のにぎわいづくり
今年度の活動報告と提⾔

05



街のにぎわいづくり05

「銭湯・温泉利⽤に関する⾏動調査」

対象：市内在住の⼤学⽣・専⾨学⽣６０⼈

期間：令和6年6⽉13⽇(⽊)〜7⽉11⽇(⽊)

調査事項：１．銭湯・温泉の利⽤について
     ２．普段の移動⼿段について
     ３．時刻表の利⽤について

⽅法：Googleフォーム�を⽤いたWebアンケート調査



街のにぎわいづくり05

利⽤しない
41.7%

年に1回程度
20%

⽉に1回程度
11.7%

特別な時に⾼頻度で
11.7%

半年に1回程度
10%

質問：銭湯・⽇帰り温泉を利⽤する回数(⿃取市内)

移動⼿段がない
いい温泉があることを知らなかった

調査結果
銭湯・温泉の利⽤について①



街のにぎわいづくり05

はい
82.6%

いいえ
17.4%

質問：（利⽤しないと回答した⼈の中で）
今後、機会があれば銭湯を利⽤してみたいと思いますか

銭湯利⽤の機会を創出したい！

調査結果
銭湯・温泉の利⽤について②



利⽤したことがある
93%

利⽤したことが無い
7%

約９０%の⼈がバスを
利⽤したことがある

街のにぎわいづくり05

質問：⿃取市での⽣活で「バス」を利⽤したことはありますか？調査結果
バスの利⽤について①



街のにぎわいづくり05

調査結果
バスの利⽤について②

＜バス利⽤における不満点＞
・本数が少ない
・値段が⾼い
・ICカード（電⼦決済）が使えない
・最終運⾏の時間が早い
・列⾞への乗り換えがうまくできない



街のにぎわいづくり05

⇒これらの質問の回答をもとに銭湯時刻表の対象銭湯を若者会議で選定

・⽇帰りで銭湯・温泉を利⽤する時間帯はいつですか？
・⽇帰りで銭湯・温泉を利⽤する際の「滞在時間」を教えてください。
・⽇帰りで銭湯・温泉を利⽤する際の「予算」を教えてください
・⽇帰りで銭湯・温泉を利⽤する際に「重要視すること」は何ですか？

時刻表の作成



街のにぎわいづくり05

時刻表の作成
昨年度の提⾔を基に、温泉時刻表を作成



街のにぎわいづくり05

観光ルートマップの作成



街のにぎわいづくり05

観光ルートマップ作成のきっかけ
温泉利⽤調査にて くる梨活⽤のアイデア

交通⼿段がなくて不便。
バスがあればなぁ..

温泉時刻表作成からヒント
便利な100円循環バスで⾏けるルート

→温泉時刻表の作成



街のにぎわいづくり05

「くる梨」×�若者視点の観光
・若者向けに効率的かつ魅力的な観光ルートを提案
・SNS映えもばっちり
・Instagram投稿＆チラシ作成で情報発信
（4月に令和7年度市内大学新入生等へチラシ配布予定）

意義：徒歩では難しいスポットもバスで効率よく巡ることができる

目的：100円で利用できる循環バス「くる梨」の利便性を若者に伝え、利用促進につなげる



街のにぎわいづくり05

観光ルートマップを作成してみて
［効果］
・SNSでの発信により、多くの⽅に「くる梨を使った観光」に興味を持ってもらえる

［感想］
・現地の⽅々との交流を通じて、観光資源の新たな可能性を発⾒した。
・ループ麒麟獅⼦や路線バスなども若者視点の観光ルートマップを作成し、観光活性化
につなげるのも⾯⽩いと感じた。



街のにぎわいづくり05

提⾔１ 「オープンデータの拡充」



街のにぎわいづくり05

背景
なぜ「オープンデータ」なのか？

時刻表や観光マップの作成過程において、
⿃取市が公開するデータの汎⽤性に関⼼が⽣まれる

 「オープンデータの拡充」

⼤学や若者会議での調査研究において、データを利⽤する場⾯が多く存在。
➡データの充⾜度と研究の質は連動している可能性がある。



街のにぎわいづくり05

現状
⿃取市で公開されているオープンデータの提供サービス

１．「とっとり市地図情報サービス」

２．「とりみちinfo」

：⿃取市内の公共施設の場所や、防災情報を市内の地図と連動して調べることができるサービス。

：⿃取市が独⾃に運営する道路情報提供システム。交通情報の提供や利便性の向上に寄与している。

 「オープンデータの拡充」



街のにぎわいづくり05

課題
（１）データの網羅性と更新頻度

 「オープンデータの拡充」

（２）市⺠・企業の認知度と活⽤促進

�データの相対数が少ない�：�経済指標や交通データが不⾜���→��活⽤⼿段が限定される
�不定期な更新頻度�：�どのデータがいつ更新されたのかが不明確��→��データの信⽤が低下し、利⽤しづらくなる
�フィードバック収集の曖昧さ�：�ニーズのあるデータや視覚情報の提供が困難���→��オープンデータの利⽤を抑制

少ないデータの利活⽤事例��：�オープンデータを活⽤したアプリやサービスが少ない�→��「オープンデータ」その�
������������������������������������������������������������ものの必要性が認知されていない�＋�そもそも利⽤できるデータが少ない



街のにぎわいづくり05

課題

 「オープンデータの拡充」

（３）データフォーマットと利便性

（４）持続可能な運営体制

�フォーマットの最適化��：�JSONやXMLなどの「機械判読がしやすい形式」が必要�→�利⽤する⼈々のニーズを把握

ビジュアライズへの注⼒：�現在利⽤しているデータは「⽣データ」が多い��→��市⺠や利⽤者が理解しやすいデータポータルの確⽴

データを管理･集積する管理部署が不明確�：�責任の不明確化や、ニーズへの対応が⾮効率に



街のにぎわいづくり05  「オープンデータの拡充」

リアルタイムデータの提供（例：施設の混雑情報、観光者数、空き家情報など）

データ更新のルール化（⾃動更新システム導⼊・定期更新の義務化）

（１）データの拡充・更新

（２）市⺠・企業との連携強化
広報活動の強化（SNS・⾃治体広報での発信、オープンデータ活⽤イベント開催）

ハッカソン（プロダクト競争）・アイデアソン（ビジネスモデル・企画競争）の開催

課題に対する提案



街のにぎわいづくり05  「オープンデータの拡充」

（３）データの利便性向上
フォーマット統⼀、ＡＰＩの提供

⼀般層向けのデータ可視化（グラフ・マップ表⽰で直感的に理解可能にする）

（４）持続可能な運営体制の確⽴
オープンデータ推進チームの設置（定期的な運営⽅針の⾒直しを可能にする）

市⺠・企業からデータリクエスト受付の簡略化（意⾒収集フォームや公開ミーティングの実施）

課題に対する提案



街のにぎわいづくり05

提⾔２「⿃取駅と市内⼤学間の
     公共交通機関の改善」



街のにぎわいづくり05

現状

・夜間運⾏の便が少ない
・最終運⾏時刻が早い

\若者会議メンバーの声/

夜間の中⼼市街地での飲⾷などの機会が制限される

「公共交通機関の改善」



◎⿃取市では⾃動運転バスの⾛⾏実験を実施中
→進⾏中の⾛⾏実験を活かし、運転⼿不⾜への対策にも

◎⿃取⼤学ー⿃取駅間の道なり
→右左折が少ないため、⾃動運転バスの⾛⾏に適している

街のにぎわいづくり05

「⿃取⼤学と⿃取駅間の⾃動運転バスの⾛⾏」

「公共交通機関の改善」

右折が苦⼿



◎帰宅⼿段がバス利⽤の学⽣が多い
→学⽣のバスに対する需要が⾼いことが⾒込まれる

◎最終運⾏時間の延⻑に伴う有料化
→環境⼤学⽣は、現在⼀部バス会社では無料*でバスが利⽤できる

街のにぎわいづくり05

「公⽴⿃取環境⼤学と⿃取駅間の有料夜間⾛⾏」

無料*…⼊学時に⼀定⾦額を⽀払う

「公共交通機関の改善」

※⿃取駅から環境⼤学⾏きの最終バスは平⽇20:15/⼟⽇祝19:30
最終便が早い!

学⽣
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効果

中⼼市街地での飲⾷・アルバイト機会の増加
夜間経済の活性

中⼼市街地の活性に繋がる

「公共交通機関の改善」
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提⾔３ 「“温泉資源”�を活かした
       暮らしの充実」



街のにぎわいづくり05

背景

 「温泉×暮らしの充実」

⿃取市内には、豊富な温泉資源がある（⿃取温泉・⿅野温泉・吉岡温泉など）

昨年度から「市内の銭湯」に着⽬した政策提⾔を⾏ってきた

提⾔をきっかけに、メンバーの１⼈が「⽇乃丸温泉」での清掃活動をはじめた

その活動を⾏う中で、銭湯事業者から「観光客の⽅よりも、常連さんや地域住⺠の
⽅々が来店しやすくなるようにしたい」という切実な声が聞こえた。
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現状

 「温泉×暮らしの充実」

「⿃取いなば温泉郷」を掲げ、市内に点在する温泉への観光誘致を⾏う
「⿃取市観光サイト」でワーケーションプランを掲載するなど、⼀定の尽⼒がなされている

市内の銭湯に対しては、運営助成⾦や設備更新費等の補助⾦を拠出
１銭湯、最⼤２５０万円が拠出されている

「温泉資源」を利活⽤しようとする取り組み（イベント等）は少ない
⿃取温泉は市内の他の温泉と⽐較してイベント開催などアプローチが弱い
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課題

 「温泉×暮らしの充実」

（１）資源の利活⽤に成功している地域とそうでない地域との格差

（２）実施イベント・利活⽤法の「外向化」

（３）持続可能な運営体制の確⽴

「ブランド」の離散による「⿃取いなば温泉郷」のブランド⼒低下

観光客の誘致を⽬的とした「観光特化型」のイベントが増加する中で、「住⺠活⽤型」「複合型」の活⽤を模索

持続可能なビジネスモデルの確⽴⽀援や、後継者育成プログラムの推進、温泉施設の「多機能化」
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課題に対する提案

 「温泉×暮らしの充実」

観光客に対し、より充実した情報の提供やプランの提⽰、⿃取いなば温泉郷独⾃の商品・キャラクターの制作

地域住⺠にも理解や関⼼が深まるよう、⽯鹼づくりワークショップや、駅前等で⾜湯や温泉の試飲、
中⼼市街地の各所に⾜湯スポットを設置する等の⼯夫

（１）「⿃取いなば温泉郷」としてのブランド⼒向上施策

（２）地域特性に応じた温泉活⽤モデルを策定
観光特化型：観光振興を軸にし、インバウンド対策を強化（例：⼤分県別府モデル）

住⺠活⽤型：健康増進や地域コミュニティの活性化（例：秋⽥県⽟川温泉モデル）

複合型：観光と住⺠向け施策を両⽴（例：⻑野県野沢温泉モデル）
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課題に対する提案
（３）持続可能な資源管理

「温泉マネージャー養成講座」などを開設し、温泉経営の専⾨家を養成

「温泉×福祉」「温泉×防災」など、多岐にわたる活⽤法の提⽰



ありがとうございました!
THANK YOU!


